
林修先生と学ぶ みんなの食料安全保障

世界情勢の激変で、日本の「食」のリスクが拡大しています。

日本の「食」と「農」を支え、
未来につなぐ「国消国産」。

適正な価格で「国消国産」を進める。
それが「みんなの食料安全保障」。

どうなる？世界の「食」  

どうする？

JAグループサポーター

林修

日本の「食」は多くのリスクを抱えています。その代表
的なリスクが「食料自給率」の低迷です。日本の食料自
給率は、わずか3８％※。食料の約6割を、輸入に頼って
いるのです。                                         
そして今、日本の「食」は、ウクライナ情勢という新たな

リスクに直面しました。世界の食料価格の高騰に、さら
に拍車がかかったのです。「食料は、安く、いくらでも輸
入できる」。そんな時代は、もう過去のものになったと
言っても、過言ではないでしょう。
※２021年・カロリーベース

では、いざという時に食料が不足しないためにはどうすれば
よいのでしょうか。その答えを、ＪＡグループは「国消国産」
として提唱しています。
「国消国産」とは、「国」民が必要として「消」費する食料は、
できるだけ、その「国」で生「産」する、ということです。

生産資材の高騰が続き、日本の農業は
苦境に立たされています。

世界情勢の変化は今、農業の現場に、大きな問題をもたらしています。肥料、
家畜の餌、燃料など農業生産に欠かせない資材価格の高騰が、経営を直撃して
いるのです。このままでは農業を続けることが難しいという、生産者の皆さんの
深刻な声も聞こえてきます。

このままでは、農業の経営は立ち行かなくなり、日本の「食」の未来は見えて
きません。生産者を支え、日本の「食」を未来につなぐために、農畜産物の
適切な価格形成に向けた環境づくり、ルールづくりを模索すると共に、私たち
もまた、日本の「食」と「農」を支えるために、意識を変えていくことが求めら
れる時代になったのではないでしょうか。できるだけ国産のものを手に取り、
食べることが、私たちにできる「国消国産」の実践であり、日本の生産者を
応援することにつながります。それが私たち「みんなにできる食料安全保障」
と言えるでしょう。

自給
38%輸入

62%

「ＪＡタウン」で旬の農畜産物を、
今だけ送料無料で。
https://www.ja-town.com/shop/e/ekokusho/

※既定数に達した場合、早く終了することがあります。

2022年10月13日から11月末日まで期 間

さあ「国産」を、食べて応援！

詳しくは▼

日本の「食」
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生産資材と農畜産物の価格の推移（2020年平均を100とした指数）
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高騰が続く生産資材。
しかし

農畜産物は値上げしにくい。
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